
一般会計（保育予算）についての付帯決議を提出！

【代表質問】

佐渡市長のスタンス

巡回バス・ヨッピイの要望

３月議会の主なものを報告します。

移動交番が開設！

                         H22.4

高橋きぬこレポート

産業の創生・振興

デジタルサイネージ

（電子看板）３ヶ所に設置

保育予算として南側新設保育園（定員９０名）及び認定こど

も園（定員３０名）の建設補助金として1 億 9464 万円計上され

ています。待機児童ゼロ政策として今まで推進した経緯もあっ

て賛成しましたが、急激な 120 名定員増加によって既存の民

間保育園経営が悪化することの無い様、市に求めました。主

な内容は以下の通りです。

1、保育行政の推進にあたっては、民間保育園との更なる連

携の強化を図る。

2、入所児童数の変化によって民間保育園の安定した経営が

図られないときは適切な支援策を講じる。

3、認定こども園の実施にあたっては関係団体と十分な話し

合いをもつ。

賛成多数で採択されました。

佐渡市長は、政治的にはどのようなスタンスに立ってい

るのか。又小池市長の政策を継承していくとのことですが、政

策的スタンスについて伺います。特に前市長は共産党と政策

協定を結んでいましたが、それも継承していくのか。

今回の市長選に当たっては、全ての政党とは政策協定

を結んでいません。全ての政党が自主投票であったと認識し

ています。全ての政党に対して全方位外交で行きたいと思い

ます。「小池市長の継承」とは「政治的スタンスの継承」という

捕らえ方はしていません。何処の政党にも属さない「市民派」

の市長であるとご理解いただきたい。

【問】政策的事業を推進するにあたって、民主党のルート、及

び国とのパイプがあるのか伺う。

【答】いろんな政党に関して私なりのパイプを持っております

ので、それを通じて国・県にも働きかけてまいります。

交通問題連絡協議会が立ち上がっていると思いますが、

ヨッピイ・一般路線含めて区・自治会からの要望は何箇所ある

のか。市長のマニフェストとどちらを優先するのか。

県営栗山、大作ヶ岡、めいわ５丁目、下志津新田、畔田

4 月 1 日より、大日、鹿放ヶ丘、鷹の台、物井、和田、山梨等

に開設されます。県内 15 箇所に配置され、活動内容は、事件・

事故の多発地域や交番新設要望地域などにおいて、移動交番

を開設して各種届出の受理や周辺の警戒に当たるほか、巡回

パトロールなどを行い、地域の実情に沿った情報発信や犯罪

抑止活動を展開します。県営栗山、大作ヶ岡、めいわ５丁目、下志津新田、畔田

台などから一般路線も含めて要望があります。マニフェストに

は JR 駅南側ということで載せましたが、交通問題連絡協議会

という公の場で、市全体の交通計画の中でヨッピイについても

検討したい。

佐渡市長の掲げる３６プランの実現のためには、行革の

推進はもとより、新たな産業創生と市内企業の振興が欠かせ

ない。しかし３６プランの中には外から資本を導入しようとの視

点がまったく無い。これでは若者も雇用を求めて外へ出て行

ってしまう。市内の活性化を図るために、外から資本を導入す

る必要性についてどのようにお考えか。

この経済状況下では企業を外から引っ張ってくるのはな

かなか実現化は難しい。そこで「子育て日本一」を掲げ千葉よ

りも佐倉よりも四街道に住みたいと思える“子供を産んで育て

やすいまち”にする方が現在は有効ではないかと思っており

ます。四街道市の持続的な発展を図るためには産業振興が

必要だとの思いは一緒です。

抑止活動を展開します。

JR 四街道・文化センター・総合公

園体育館の３箇所に大型のタッチデ

ィスプレイによって、市内公共施設、

市のイベント案内、市の歴史・文化

財案内、防犯情報、バス時刻表な

どが見られます。
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プロフィール

■昭和 年生まれ

■東京都八丈島出身

■茨城大学理学部卒業

■元高校の数学教師

■家族／夫と一男一女

■総務常任委員
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HH2222 年年度度当当初初予予算算（（220077 億億 44 千千万万円円））のの内内訳訳

子ども手当予算について

繰入金の内訳（8 億 3291 万円）

市債の内訳 14 億 210 万円)

次回の議会予定】

給食施設・合葬式墓地建設延期！

   

【

  

H22 年度 子ども手当      （H21 児童手当）

国・県 14 億 3123 万円    （4 億 6918 万円）

H２２年度の当初予算は、市長交代の時期と重なり

骨格予算が組まれましたが、昨年度(H21)と比べて 11

億９千万円減額されただけです。骨格予算でありなが

ら財政調整基金の取崩が約５億４千万円(残額１８億

円)もあり、今後、市長の政策的事業予算は何処に財

源を求めるのでしょうか。更なる基金の取崩か、市債

か？

尚、来年度予算編成に向けて、秋にも事業仕分け

をするとのことですが、どこまで経費削減を図れるか

注目されるところです。市民サービスへの低下だけは

避けなければなりません。

財政調整基金繰入金  5 億 3764 万円

その他の基金繰入金  2 億 4358 万円

霊園事業特別会計繰入金  5169 万円

上水道事業(八ツ場ダム関連)    790 万円

道路新設改良整備事業       1140 万円

鹿渡南部土地区画整理事業    3190 万円

義務教育施設整備事業(旭小学校)  5090 万円

臨時財政対策債           13 億 円
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    市  1 億 7876 万円    （1 億 7018 万円）

   計   16 億 999 万円     （6 億 3936 万円）

※ 子ども手当は次代の社会を担う子どもの成長及び発達

に資することを目的に支給されます。

そこで、給食費や保育料等の納入にも当てるべきだと

の声もあります。

6 月 7 日（月）    開会

6 月 14 日～21 日 一般質問

6 月 29 日（火）  閉会

中央小学校給食施設建設工事及び市営霊園における合葬

式墓地建設の建設中に請負会社（堀江建設）が倒産し、工事

が一時中断しております。適切な処置を講じ、早期の完成向け

て努力を願いたいところです。

尚、今後の入札における事業者の選定に当たっては、この

ようなことのないよう求めてまいります。
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